
「ＪＡＴＡ旅博」で中国の魅力アピール

パ
ネ
ル
展
示
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
も

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２０１３
に
寄
せ
て

中
国
国
家
観
光
局（
東
京
）首
席
代
表
　

張
西
龍

中国の最新情報を提供
来場お待ちしています

中国国内１５カ所から
４３名の代表団を編成

国際ＭＩＣＥ都市上海市

避暑・避寒地として有名山東省世界遺産の黄山安徽省風光明媚な観光都市浙江省

世界遺産「龍門石窟」河南省遊覧船観光がおすすめ天津市美しい海岸沿いビーチ大連市

天空列車・青藏鉄道利用を青海省世界最大の三峡ダム湖北省シルクロードの起点陜西省

世界遺産、自然、国際都市
世界遺産「天山」新疆ウイグル自治区多民族文化の秘境貴州省

山水の美しさは必見桂林市パンダのふるさと、料理四川省

姓　　名 会　　社 役　　職
劉海生 国家旅游局国際司 処長
王侃 国家旅游局国際司 主任科員
陳秀芬 貴州海外旅游总公司 日本部部長
呉雲 貴州藍海假期旅行社有限公司 総経理
王偉 貴陽花溪旅游文化投資開発経営有限公司 総経理
張岩 青海省旅游局 副局長
孫小寧 青海省西寧市旅游局 副局長
諶精艶 青海省青海湖国際旅行社有限公司 副総経理
孫茂田 山東省旅游局 副調研員
孫竪強 中国国旅青島国際旅行社有限公司 入境センター副総経理
王娟 山東海外国際旅行社有限公司 日本部部長
鄭艶 西安曲江文化旅游株式会社唐華賓館分公司 市場総監
斉雁 西安曲江文化旅游株式会社唐華賓館分公司 総経理
左軍栄 陝西省旅游局 副調研員
童北京 湖北省旅游局 副巡視員
周実現 湖北省旅游局 主任科員
邱強 湖北省中国国際旅行社 日本センター主任
馬峰 安徽省旅游局 副処長
劉清 安徽海外旅游有限公司 日本部経理
劉潤元 安徽海外旅游有限公司 総経理
尹大勇 天津市旅游局 副局長
李力 天津市旅游局 主任科員
周向虎 天津中国旅行社 入境センター主任
呉科锋 新疆维吾尔自治区旅游局 副局長
張春明 新疆维吾尔自治区旅游局 処長
孫麗萍 新疆中国国際旅行社有限責任公司 入境センター総監
陳燕儿 浙江省旅游局 調研員
陳宝珠 浙江旅游職業学院 副院長
王一星 河南省旅游局 副調研員
張小平 河南旅游集団 経理
周愛梅 上海市旅游局 副調研員
王斌 上海国旅国際旅行社有限公司 日本外連部部長
李琳 四川省旅游促進センター 主任
梁中正 四川省旅游学校 副校長
左暉 四川省旅游局 副処長
王継春 四川省旅游局 紀検組長
何琳姫 四川錦江賓館有限責任公司 販売経理
劉存玉 四川錦江賓館有限責任公司 経理
党科 四川錦江賓館有限責任公司 駐店経理
宋之浜 桂林市天元国際旅行社有限公司 日本部部長
黄忠偉 桂林市旅游局 副主任
姜廷宏 大連市旅游局 副調研員
鄧鉄輝 遼寧北方国際旅行社 総経理
（敬称略）
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中
国
経
済
の
中
心
欷
上
海
市
は
世
界
中

か
ら
多
く
の
観
光
客
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が

訪
れ
る
国
際
都
市
盜
超
高
層
ビ
ル
が
建
ち

並
ぶ
浦
東
地
区
や
オ
欟
ル
ド
上
海
を
感
じ

さ
せ
る
豫
園
欷
そ
し
て
外
灘
の
夜
景
な
ど
欷

新
旧
の
魅
力
が
来
る
人
を
飽
き
さ
せ
な

い
盜
市
内
中
心
を
回
る
こ
と
が
で
き
る
観

光
バ
ス
や
灑
路
線
の
地
下
鉄
が
開
通
さ
れ

て
お
り
欷
上
海
万
博
以
降
も
イ
ン
フ
ラ
の

環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
盜

高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
上
海

煙
台
蓬
莱
閣

　
黄
海
と
渤
海
に
囲
ま
れ
る
山
東
省
は
昔
か
ら

避
暑
・
避
寒
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
欷
海

と
山
々
の
織
り
な
す
景
色
が
美
し
い
自
然
豊
か

な
地
域
盜
ま
た
思
想
家
孔
子
欷
孟
子
や
欹
孫
子

の
兵
法
飮
の
孫
子
欷
書
聖
王
羲
之
欷
蜀
の
軍
師

諸
葛
亮
孔
明
の
古
里
で
も
あ
る
盜
国
際
的
な
祭

り
と
し
て
欷
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
青
島
国
際

ビ
欟
ル
祭
や
９
月
に
は
国
際
孔
子
祭
り
や
泰
山

国
際
登
頂
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
欷
国
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
集
ま
る
盜

黄
山
市
の
古
村
落
・
宏
村

　
世
界
遺
産
の
黄
山
を
筆
頭
に
欷
中
国
仏
教
４

大
名
山
の
九
華
山
欷
道
教
４
大
名
山
の
斎
雲
山
欷

中
国
名
山
の
天
柱
山
な
ど
美
し
い
山
々
に
囲
ま

れ
た
地
域
盜
ま
た
黄
山
市
に
あ
る
古
村
落
欹
西

遞
・
宏
村
飮
は
欷
現
存
し
て
い
る
稀
少
な
徽
派
建

築
物
で
欷
中
国
古
代
農
村
の
面
影
を
残
し
て
い

る
盜
以
前
は

立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な

か
檸
た
が
欷

世
界
遺
産
登

録
の
流
れ
を

受
け
一
般
開

放
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
欷

現
地
の
人
々

の
素
朴
な
暮

ら
し
ぶ
り
や

時
が
止
ま
檸

た
か
の
よ
う

な
空
間
を
感

じ
る
こ
と
が

で
き
る
盜

世
界
遺
産
の
杭
州
西
湖

　
浙
江
省
の
省
都
・
杭
州
は
水
郷
の
街
並
み
や

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
西
湖
を
代
表
と

す
る
風
光
明
美
な
景
観
で
知
ら
れ
る
観
光
都

市
盜
歴
史
的
な
人
物
や
文
化
な
ど
の
輩
出
が
多

く
見
ら
れ
欷
有
名
な
も
の
は
書
道
の
メ
蘖
カ

欹
蘭
亭
飮欷
中
国
緑
茶
の
代
表
格欹
龍
井
茶
飮欷

魯
迅
の
故
郷
で
中
国
を
代
表
す
る
酒
の
名
前
に

も
な
檸
た
欹
紹
興
飮
な
ど
欷
中
国
の
多
様
な
文

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
盜

龍
門
石
窟

　
夏
か
ら
金
の
時
代
に
か
け
て
炳
の
王
朝
が
都

を
置
い
た
河
南
省
は
歴
史
文
化
都
市
で
欷
な
か

で
も
安
陽
・
洛
陽
と
開
封
は
古
代
に
栄
え
た
経

済
と
燦
然
た
る
文
化
遺
跡
が
現
在
も
多
く
残
さ

れ
て
い
る
盜
２
０
０
９
年
末
に
三
国
時
代欹
魏
飮

の
曹
操
の
墓
が
発
掘
さ
れ
話
題
に
な
り
欷
世
界

遺
産
の
龍
門
石
窟
や
安
陽
の
殷
墟
欷
少
林
寺
拳

法
発
祥
の
地
登
封
な
ど
欷
各
地
に
見
所
が
点
在

す
る
盜夜

景
の
美
し
さ
が
自
慢

　
北
京
か
ら
高
速
鉄
道
を
使
檸
て
煥
分
欷
天
津

市
は
太
平
洋
の
西
岸
欷
渤
海
湾
に
臨
む
重
要
な

国
際
貿
易
都
市
盜
清
代
の
街
並
み
を
再
現
し
た

古
文
化
街
や
旧
租
界
西
洋
建
築
群
な
ど
欷
レ
ト

ロ
と
モ
ダ
ン
欷
中
国
と
西
洋
が
交
錯
す
る
独
特

な
街
並
み
を

楽
し
め
る
盜

今
年
６
月
に

地
下
鉄
が
全

線
開
通
し
欷

市
内
の
移
動

が
さ
ら
に
便

利

に

な

檸

た
盜
市
内
中

心
を
流
れ
る

河
を
運
航
す

る
遊
覧
船
は

夜

が

お

薦

め
欷
河
の
両

端
に
広
が
る

ま
ば
ゆ
い
夜

景
を
鑑
賞
で

き
る
盜

金
石
灘
リ
ゾ
欟
ト
の
ビ
欟
チ

　
遼
寧
省
に
位
置
す
る
大
連
市
は
中
国
東
北
部

の
著
名
な
港
湾
欷
工
業
欷
貿
易
欷
観
光
都
市
で

あ
り
欷
渤
海
環
状
経
済
圏
の
中
核
都
市
で
あ
る
盜

金
石
灘
リ
ゾ
欟
ト
な
ど
の
美
し
い
海
岸
沿
い
の

ビ
欟
チ
や
欷
ア
ジ
ア
一
の
広
さ
を
誇
る
星
海
広

場
欷
旅
順
な
ど
は
人
気
の
観
光
ス
ポ
蘖
ト
盜
開

放
的
で
国
際
色
豊
か
な
大
連
で
は
国
際
フ
櫟
蘖

シ
欖
ン
シ
欖
欟
や
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
欷

毎
年
多
く
の
地
元
民
・
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
盜

青
藏
鉄
道

　
青
藏
高
原
の
東
北
部
に
位
置
し
欷
古
く
シ
ル

ク
ロ
欟
ド
の
南
ル
欟
ト
と
し
て
発
展
し
て
き

た
盜
青
海
省
に
は
漢
族
欷
チ
ベ
蘖
ト
族
欷
回
族

な
ど
の
多
民
族
が
多
く
生
活
を
し
欷
彼
ら
の
民

族
風
情
や
中
国
最
大
の
塩
湖
で
あ
る
青
海
湖
な

ど
壮
大
な
自
然
景
観
味
わ
え
る
盜
２
０
０
６
年

に
は
チ
ベ
蘖
ト
の
ラ
サ
へ
と
続
く
天
空
列
車
青

藏
鉄
道
が
開
設
し
欷
始
発
点
で
あ
る
ゴ
ル
ム
ド

駅
に
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
や
巡
礼
者

が
集
ま
る
盜

三
峡
ク
ル
欟
ズ

　
か
つ
て
春
秋
戦
国
時
代
に
楚
の
国
に
属
し
た

湖
北
地
域
は
欷
楚
文
化
と
呼
ば
れ
る
文
明
を
育

ん
で
き
た
盜
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道

教
の
聖
地
欹
武
当
山
飮
や
欷
黄
鶴
楼
は
湖
北
省

を
代
表
す
る
ス
ポ
蘖
ト
盜
ま
た
三
国
志
の
中
で

有
名
な
赤
壁
古
戦
場
を
始
め
欷
多
く
の
歴
史
ド

ラ
マ
が
こ
こ
を
舞
台
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て

き
た
盜
現
代
の
世
界
最
大
水
利
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト

欹
三
峡
ダ
ム
飮
も
必
見
盜

世
界
遺
産
の
兵
馬
俑

　
か
つ
て
約
２
千
年
に
渡
り
欷
秦
欷
漢
欷
隋
欷

唐
な
ど
の
歴
代
王
朝
が
こ
こ
陝
西
省
長
安
歉
現

在
の
西
安
歐
に
都
を
置
き
繁
栄
し
て
き
た
中
国

を
代
表
す
る
歴
史
文
化
都
市
盜
秦
の
始
皇
帝
や

司
馬
遷
欷
楊
貴
妃
な
ど
名
高
い
歴
史
人
物
の
足

跡
も
多
く
古
代
ロ
マ
ン
が
息
づ
い
て
い
る
盜
西

安
の
他
に
も
咸
陽
欷
延
安
欷
楡
林
欷
韓
城
欷
漢

中
な
ど
代
表
的
な
歴
史
文
化
の
名
城
が
多
く
欷

ま
た
シ
ル
ク
ロ
欟
ド
の
起
点
と
し
て
も
有
名
で

あ
る
盜

世
界
遺
産
の
天
山

　
ユ
欟
ラ
シ
ア
大
陸
の
奥
地
欷
中
国
最
大
の
面

積
を
持
つ
省
級
自
治
区
で
欷
か
つ
て
古
代
シ
ル

ク
ロ
欟
ド
の
要
衝
と
し
て
欷
東
西
文
化
の
物
品

の
交
易
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
盜
現

在
も
約
熬
の
民
族
が
住
み
欷
歌
舞
欷
果
物
欷
宝

石
・
絨
毯
な
ど
豊
富
な
特
産
品
を
販
売
し
て
い

る
盜
今
年
新
し
く
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
新

跟
天

山

で

は
欷
突
き
抜

け
る
よ
う
な

青
色
の
湖
と

雪
山
の
美
し

い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
一
体

と
な
り
欷
神

の
池
欷
天
の

鏡
と
い
う
意

味
を
込
め
て

欹
天
池
飮
と

呼
ば
れ
て
い

る
盜

小
七
孔
橋
景
区

　
貴
州
省
は
中
国
の
西
南
欷
雲
貴
高
原
の
東
北

部
に
位
置
し
欷
少
数
民
族
が
全
省
人
口
の
４
分

の
１
を
占
め
欷
中
国
最
後
の
秘
境
と
呼
ば
れ
る
盜

伝
統
的
な
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
暮
ら
す
彼
ら

の
暮
ら
し
ぶ
り
は
素
朴
で
温
か
み
が
あ
り
欷
来

客
が
あ
る
時
に
は
茅
台
酒
な
ど
の
お
酒
や
歌
・

踊
り
で
盛
大
に
も
て
な
す
客
好
き
な
一
面
も
あ

る
盜
溶
岩
地
形
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ
檸
て
で

き
た
山
欷
川
欷
滝
欷
鍾
乳
洞
か
ら
織
り
成
さ
れ

る
カ
ル
ス
ト
地
形
や
丹
霞
欷
黄
果
樹
滝
な
ど
の

雄
大
な
自
然
景
観
が
少
数
民
族
風
情
と
共
に
貴

州
省
の
魅
力
と
な
檸
て
い
る
盜
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
も
整
備
が
進
み
欷
観
光
地
と
し
て
も
行

き
や
す
く
な
檸
た
盜

山
水
の
美
し
さ
が
際
立
つ

　
桂
林
市
は
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
北
東
部

に
位
置
す
る
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
都
市
盜

独
特
の
カ
ル
ス
ト
地
形
が
広
く
形
成
さ
れ
て
お

り
欷
特
に
桂
林
の
山
水
の
美
し
さ
は
天
下
に
広

く
知
れ
渡
檸
て
い
る
盜
桂
林
観
光
の
定
番
・
漓

江
下
り
で
は
山
水
画
の
風
情
あ
る
景
色
が
目
の

前
に
広
が
り
欷
シ
欟
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
盜
市
内
に
は
燧
カ
所
の
国
宝
級
の

重
要
文
化

財

が

あ

り
欷
特
に

２
千
以
上

の
詩
文
や

書
画
が
壁

に
刻
ま
れ

た
桂
林
碑

林
な
ど
欷

自
然
景
観

以
外
に
も

多
く
の
見

所
が
点
在

す
る
盜

世
界
遺
産
の
四
川
ジ
櫺
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保
護

区
群 　

中
国
西
南
部
に
位
置
す
る
四
川
省
の
成
都

は
欷
三
国
時
代
の
蜀
が
置
か
れ
た
場
所
で
武

侯
祠
な
ど
三
国
志
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
盜

ま
た
パ
ン
ダ
繁
育
研
究
基
地
も
お
か
れ
欷
か

わ
い
ら
し
い
赤
ち
檳
ん
パ
ン
ダ
が
数
多
く
生

息
す
る
パ
ン
ダ
の
故
郷
と
し
て
も
有
名
だ
盜

ま
た
激
辛
料
理
で
知
ら
れ
る
麻
婆
豆
腐
や
火

鍋
な
ど
の
四
川
料
理
欷
変
面
を
代
表
と
す
る

川
劇
な
ど
欷
日
本
人
が
中
国
を
連
想
さ
せ
る

キ
欟
ワ
欟
ド
が
こ
こ
四
川
を
代
表
す
る
特
色

に
な
檸
て
い
る
盜

　
こ
の
度
の
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅

博
２
０
１
３
飮
の
開
催
に
あ

た
り
欷
中
国
国
家
観
光
局
は

中
国
国
内
炒
カ
所
か
ら
熬
名

の
代
表
団
を
編
成
し
て
参
加

致
し
ま
す
盜

　
今
回
の
参
加
を
通
じ
て
欷

日
本
の
皆
様
に
中
国
の
世
界

文
化
欷
自
然
遺
産
欷
悠
久
の

シ
ル
ク
ロ
欟
ド
欷
天
空
鉄
道
欷

長
江
三
峡
下
り
な
ど
の
人
気

ゴ
欟
ル
デ
ン
コ
欟
ス
を
紹
介

す
る
と
共
に
欷
レ
ジ
櫺
欟
リ

ゾ
欟
ト
で
人
気
の
海
南
島
の

三
亜
や
福
建
省
の
ア
モ
イ
欷

北
京
の
７
９
８
芸
術
区
な
ど

中
日
間
で
話
題
と
な
檸
て
い

る
現
代
ア
欟
ト
欷
伝
統
的
山

水
書
画
な
ど
中
国
美
術
に
触

れ
ら
れ
る
西
安
や
南
京
欷
桂

林
欷
少
数
民
族
の
生
活
を
間

近
に
体
感
出
来
る
雲
南
や
貴

州
欷
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

な
ど
欷
皆
様
の
好
奇
心
を
刺

激
す
る
観
光
コ
欟
ス
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す
盜

　
ま
た
欷
最
近
シ
テ
檪
ツ
欟

リ
ズ
ム
と
し
て
日
本
の
皆
様

に
も
な
じ
み
深
い
上
海
欷
大

連
欷
青
島
欷
杭
州
な
ど
の
大

都
市
は
欷
観
光
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
一
段
と
推
し
進
め
る

と
共
に
欷
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
市
場
に
対
応
す
る
た
め

の
大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
セ

ン
タ
欟
や
市
内
の
交
通
・
標

識
な
ど
の
周
辺
環
境
も
整
備

さ
れ
て
お
り
欷
そ
の
現
状
・

活
用
法
に
つ
い
て
も
広
く
訴

求
し
て
い
き
ま
す
盜

　
中
国
ブ
欟
ス
で
は
欷
こ
れ

ら
日
々
進
化
す
る
中
国
の
観

光
の
現
状
と
魅
力
を
皆
様
に

ご
紹
介
し
欷
さ
ら
な
る
中
国

観
光
の
質
と
安
全
の
向
上
欷

中
日
観
光
交
流
の
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
欷
旅
行
関
係

者
と
の
積
極
的
な
対
話
・
コ

ミ
欒
ニ
ケ
欟
シ
欖
ン
を
図
る

機
会
を
設
け
よ
う
と
欷
９
月

灑
日
歉
木
歐
の
午
前
瀾
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
欷
東
京
中

国
文
化
セ
ン
タ
欟
に
て
欹
中

日
観
光
ワ
欟
ク
シ
欖
蘖
プ
飮

歉
事
前
申
し
込
み
不
要
歐
を

開
催
致
し
ま
す
盜

　
中
国
各
地
域
の
ス
ペ
シ
櫺

リ
ス
ト
と
中
国
旅
行
に
対
す

る
疑
問
や
現
地
の
様
子
な
ど

に
つ
い
て
直
接
対
談
い
た
だ

け
る
絶
好
の
機
会
と
な
檸
て

お
り
ま
す
の
で
欷
中
日
旅
行

関
係
に
携
わ
ら
れ
て
い
る
皆

様
欷
ぜ
ひ
会
場
ま
で
お
越
し

下
さ
い
盜

　
旅
博
で
は
メ
欟
ン
ス
テ
欟

ジ
に
て
灣
欷炙
日
の
２
日
間
欷

寧
夏
歌
舞
団
に
よ
る
鮮
や
か

な
民
族
伝
統
舞
踊
も
披
露
さ

れ
ま
す
盜
普
段
目
に
す
る
機

会
の
少
な
い
少
数
民
族
の
団

員
に
よ
る
迫
力
の
ス
テ
欟
ジ

を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ

い
盜
中
国
ブ
欟
ス
一
同
欷
皆

様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
盜


